
『
完
成
せ
る
ヨ

l
ガ
の
環
』

研
勾h
プじ

.--... 
一一一、、-

本
編
は
ア
パ
ヤ

l
カ
ラ
グ
プ
タ
編
『
完
成
せ
る
ヨ

l
ガ
の
環
』

ミ
S
E
n
S
S
Q
旬。匂
h
F

一同諸問
(
Z
H
)
J

ヘ
)
(
第
十
三
ー
十
八
章
)

の
和
訳
で
あ
る
が
、
拙

稿
「
『
完
成
せ
る
ヨ

l
ガ
の
環
』
第
二
章
訳
注
」
『
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
紀

要
』
第
三
十
五
号
一
二
三
ー
一
二
九
頁
、
「
『
完
成
せ
る
ヨ

1
ガ
の
環
』
研
究

(
一
)
」
『
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
三
十
六
号
一
二
九
ー
一
四
四
頁
お

よ
び
「
『
完
成
せ
る
ヨ

1
ガ
の
環
』
研
究
(
二
)
」
『
愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化

研
究
所
紀
要
』
第
二
十
二
号
一
七
九
ー
一
九
八
頁
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

な
お

Z
℃
ペ
第
十
一
章
訳
に
つ
い
て
は
森
雅
秀
「
『
完
成
せ
る
ヨ

1
ガ
の
環
』

第
日
章
「
、
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
フ

l
ン
カ

l
ラ
・
マ
ン
ダ
ラ
」
訳
お
よ
び
テ
キ
ス
ト
」

『
高
野
山
大
学
論
文
集
』
高
野
山
大
学
、

一
九
九
六
年
、

一
O
一
ー
一
二
四
頁

を、

Z
司
ペ
第
十
二
章
独
訳
に
つ
い
て
は
日
N

・
C
・
玄
巴
N
O
N
ω

匡唱

h
a
E
E
C.bl

ミ
民
主

'
Uい
5
・
〈
の

Z
5∞∞
gω
岳
山
口
∞
〈

2
E
m
w
∞
S
E
〉ロ

mzmED--
∞
∞
?

官
官
・
]
印
ー
コ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

_L... 

1L 

武

蔵

，
 

•••• 

a

・・
-
E
E
E
E
F'
 

テ
キ
ス
ト
は

バ
ッ
タ
チ
ャ
ル
ヤ
版
(
[
回
F
包

H
R
E弓
ヨ
-
玄
∞
]
略
号

回
『
)
を
基
本
と
し
、

リ
l
版

(
F
g
N
8
2
略
号
宮
ゆ
)

を
も
参
照
し
た
。

現
在
、
二
十
本
以
上
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
写
本
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら

の
内
、
特
に
ア

l
シ
ャ

l
・
サ
フ
ク
テ
ィ

(
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
)
所
蔵

Z
0
・

N

ー
エ
∞
(
略
号

C
)
、
ネ
パ

l
ル
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の

Z
。・

ω¥
∞
∞
寸
(
略
号

E 

お
よ
び

Z
。
・
ぐ
-
ニ
ω
(
略
号

G
)
(
〔回
C
E
口。
Eω
ロ
ロ
除
、
目
。

E
E
4
8

に
所
収
)
、

世
界
宗
教
高
等
研
究
所
(
宮
包
E
Z
F円
〉
己

g
D
B己

∞
宮
島

2
忠
君
。
ユ
(
】
問
。
z
m
5
5
{日
〉
∞
さ

E
・
Z
0
4く
J

ヘ
。
長
)
所
蔵
の
冨
冨
田
口
ー

N
N
h
H
(

略
号

R
)
を
参
照
し
た
。
他
の
写
本
に
関
し
て
は
[
回
C
F
ロ
O
B
O
ロ
ロ
貯

討の
FFWω
宅
ω
-
∞∞-一一当
Z
1巳
u
内
]
[
森

-
u
F
E
ω
l
E
C
]
[立
川

5
8
…N
]

を

参
照
さ
れ
た
い
。

訳
注
は
バ
ッ
タ
チ
ャ
ル
ヤ
版
を
訂
正
し
た
箇
所
な
ど
最
小
限
に
留
め
た
。
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第24号

(ニ)

第
十
三
章

ブ
ッ
ダ
カ
パ

l
ラ
・
マ
ン
ダ
ラ

人間文化

楼
閣
と
中
尊

世
尊
二
十
五
尊
ブ
ッ
ダ
カ
パ

l
ラ
の
マ
ン
ダ
ラ
に
あ
っ
て
は
、
金
剛
寵
の
内

の
法
源
の
中
央
に
建
て
ら
れ
た
楼
閣
の
中
に
、
青
黒
い
八
轄
輪
の
上
に
あ
る
八

弁
二
重
蓮
華
の
花
芯
の
上
に
横
た
わ
る
死
体
が
あ
り
、

そ
の
心
臓
の
上
の
日
輪

の
上
に
世
尊
へ

l
ル
カ
〔
ブ
ッ
ダ
カ
パ

1
ラ〕

(
l
)
が
い
る
。
〔
身
色
は
〕
青

黒
で
、
半
伽
の
姿
勢
を
と
り
、
九
種
の
演
劇
の

い甲令。

「味」

を
伴
っ
て
踊
っ
て

一
面
で
〔
血
で
〕
赤
く
丸
い
三
眼
と
四
管
と
を
有
し
、
右
二
子
に
ダ
マ

ル
太
鼓
と
カ
ル
ト
リ
万
を
、
左
二
手
に
頭
蓋
骨
杯
と
カ
ト
ヴ
ァ

l
ン
ガ
を
持

つ
。
六
つ
の
〔
骨
〕
飾
り
を
付
け
、
人
の
生
首
五
十
か
ら
成
る
環
を
首
か
ら
掛

け
、
背
後
に
は
象
の
皮
を
垂
ら
し
て
い
る
。
二
重
金
剛
と
三
日
月
を
付
け
た
青

黒
い
捲
き
毛
を
結
い
、
五
つ
の
頭
蓋
骨
を
額
に
付
け
、
五
仏
〔
の
化
仏
〕
を
付

け
て
い
る
。

か
の
主
尊
〔
ブ
ッ
ダ
カ
パ

l
ラ〕

の
妃
は
チ
ト
ラ
セ

l
ナ
ー
で
あ
り
、
衣
を

ま
と
わ
ず
、
人
の
首
で
作
ら
れ
た
環
を
掛
け
、
燃
え
あ
が
る
よ
う
な
黄
褐
色
の

ほ
ど
け
た
髪
を
逆
立
た
せ
、
五
つ
の
頭
蓋
骨
を
額
に
付
け
、
わ
ず
か
に
牙
を
む

長
C

、

一
面
三
眼
を
有
す
る
。
赤
い
光
背
を
有
し
、
彼
(
夫
)

の
首
に
左
手
を
ま

わ
し
て
い
る
。

そ
の
左
手
に
あ
る
頭
蓋
骨
杯
か
ら
経
血
が
流
れ
落
ち
て
い
る

が
、
彼
女
は
そ
の
血
を
夫
に
飲
ま
せ
て
い
る
。
彼
女
の
右
手
は
〔
敵
を
〕
殺
す

仕
草
を
し
な
が
ら
カ
ル
ト
リ
万
を
持
つ
。

118 

2 

四
方
の
輔
の
女
神
た
ち

東
方
の
轄
に
は
、
青
黒
い
轄
の
上
の
花
弁
に
ス
マ

l
リ
ニ

l

(
2
)
、
北
方

〔
の
輯
〕
に
は
カ
パ

1
リ
ニ

l

3 

西
方
〔
の
輯
〕
に
ビ

l
マ
1

(
4
)
 

南
方
〔
の
輯
〕
に
ド
ゥ
ル
ジ
ャ
ヤ
l

(
5
)
 
が
い
る
。

3 

四
維
の
花
弁

五
甘
露
、

北
東
等
の
花
弁
に
は
、
右
回
り
に
精
液
、
経
血
、

(
肉
)
〕
に
満
た
さ
れ
た
頭
蓋
骨
杯
が
あ
る
。
以
上
が
第
一
重
で
あ
り
、
青
い

(ニ

l
ラ
)
金
剛
の
環
に
固
ま
れ
て
い
る
。

灯
〔
明

4 

第
二
重
の
神
々

次
に
第
二
重
は
、
赤
い
八
輯
〔
輪
〕

の
上
に
あ
る
八
つ
の
蓮
華
の
上
に
あ

り
、
赤
い
金
剛
の
環
に
よ
っ
て
固
ま
れ
て
い
る
。

東
の
轄
に
は
シ
ュ
バ
メ

l
カ
ラ
ー

(
6
)
、
北
〔
の
輯
〕
に
は
ル

1
ピ
ニ

1

(
7
)
、
西
〔
の
輯
〕
に
は
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ

1

(
8
)
、
南
〔
の
輯
〕
に
は
カ
l
ミ

ニ
1
1

(
9
)
、
北
東
〔
の
轄
〕
に
は
カ
パ

1
リ
ニ

i

(
叩
)
、
南
東
〔
の
輯
〕
に

は
マ
ホ

1
ダ
デ
イ

(
日
)
、
南
西
〔
の
輔
〕
に
は
カ

l
リ
ニ

l

(
ロ
)
、
北
西

〔
の
輯
〕
に
は
ス
マ

1
リ
ニ

l

(
日
)

が
い
る
。



5 

第
三
重
の
神
々

次
に
、
第
三
重
は
白
い
八
轄
〔
輪
〕

の
上
に
あ
る
八
つ
の
蓮
華
の
上
に
あ

り
、
白
い
金
剛
の
環
に
よ
っ
て
固
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
東
轄
に
は
タ
l
リ
ニ

l

(
は
)
、
北
〔
輯
〕
に
は
ビ

l
マ
ダ
ル
シ
ャ
ナ

1

(
日
)
、
西
〔
輯
〕
に
は
ス
ダ

ル
シ
ャ
ナ
l

(
日
)
、
南
〔
輯
〕
に
は
ア
ジ
ャ
ヤ
l

(
口
)

lま

北
東
〔
轄
〕

シ
ュ
パ

l

(
日
)
、
南
東
〔
輯
〕
に
は
タ
l
ダ
カ
l

問
)
、
南
西
〔
輯
〕
に
は

カ

l
ラ
ラ
1
ト
リ
ー

20 

に
は
マ
ハ

l
ハ
l
サ
l

(
幻
)

(輯〕

北
西

い
る
。6 

四
門
の
女
神

東
門
に
お
い
て
蓮
華
の
上
に
ス
ン
ダ
リ

1

22 

北
門
の
蓮
華
に
は
ヴ
ア

、、E
E

，rl
 
!
 
ジ
ュ
ラ
ス
ン
ダ
リ

1

(
お
)

西
門
に
お
い
て
蓮
華
の
上
に
は
ス
パ
ガ

1

『完成せるヨーガの環』研究臼(立

(
M
)
、
南
門
の
蓮
華
に
は
プ
リ
ヤ
ダ
ル
シ
ャ
ナ
1

(
お
)
が
い
る
。

7 

女
神
た
ち
の
姿

彼
女
ら
す
べ
て

は
左
右
の
二
手
に
カ
ル
ト
リ
万
と
頭
蓋
骨
杯
を

持
ち
、
歯
を
わ
ず
か
に
む
き
出
し
、
三
眼
、

一
面
を
有
す
る
。
裸
で
装
飾
を
付

け
、
首
で
作
ら
れ
た
環
を
掛
け
る
こ
と
な
く
、
赤
褐
色
の
燃
え
あ
が
る
よ
う
な

髪
を
解
い
て
垂
ら
し
、
死
体
の
心
臓
の
上
の
日
輪
に
半
伽
の
姿
勢
で
踊
る
。

門
衛
た
ち
は
す
べ
て
展
左
の
姿
勢
で
、
虎
皮
の
衣
を
ま
と
い
、
青
色
(
ニ

l

ラ
)
で
あ
る
。

あ
る
い
は

ス
マ

l
リ
ニ

l
等
四
人

(
2
ー
5

で
あ
り
、
第
二
重
の
女
神
た
ち

(
6
l
U
)

(
u
n
)
 は
緑
で
、
門
衛
女
た
ち
(
辺
ー
お
)

る。

カま

8 

族
主

世
尊
〔
ブ
ッ
ダ
カ
パ

l
ラ
〕
は
阿
閑
等
の
五
仏
〔
の
小
像
、
化
仏
〕
を
付
け

は
青
黒
(
ク
リ
シ
ュ
ナ
)

は
白
、
第
三
重
の
女
神
た
ち

は
青
黒
(
ク
リ
シ
ュ
ナ
)

ス
マ

l
リ
ニ

1
等
の
四
人
は
ラ
ト
ネ

1
シ
ヤ

て
い
る
。
チ
ト
ラ
セ
l
ナ
l
は
マ
ハ

1
ヴ
ァ
イ
ロ

l
チ
ャ
ナ
〔
の
化
仏
〕
を
、

(
宝
生
)
〔
の
化
仏
〕
を
、
第

重
の
者
た
ち
は
無
量
光
〔
の
化
仏
〕
を
、
第
三
重
の
者
た
ち
は
ヴ
ァ
イ
ロ

l

チ
ャ
ナ
〔
の
化
仏
〕
を
、
門
衛
女
た
ち
は
不
空
〔
の
化
仏
〕
を
有
す
る
。

9 

真
言

世
尊
の
心
種
子
は

「フ
l
ン
」
。
心
真
言
は

ア
l
ハ

.1¥ 

イ

フ
l
ン

ヒ

切
業
成
就
真
言
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

第
十
三
章
注

「オ
l
ン

ブ
ッ
ダ
カ
パ

l
リ

フ
ァ
ト
」

で
あ
る
。
こ
の
真
言
が

ブ
ッ
ダ
カ
パ

1
ラ
・
マ
ン
ダ
ラ
は
『
完
成
せ
る
ヨ

1
ガ
の
環
』
(
Z司
ペ
)
第

で
あ

119 



第24号

十
章
に
お
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
[
立
川

N
g吋
L
u
c
-
-
2
]
。
Z
H】J
ヘ
第
十
三

章
の
ブ
ッ
ダ
カ
パ

1
ラ

・
マ
ン
ダ
ラ
は
『
ブ
ッ
ダ
カ
パ

1
ラ
・
タ
ン
ト
ラ
』
回
、円

第
七
章
(
デ
ル
ゲ
版
、

Z
問。・

5
J・ム
-
5
g
w
白
)
に
述
べ
ら
れ
る
[
立

川
N
C

ミ
ニ
記
]
。

(
2
)

「
世
尊
二
十
五
尊
プ
ッ
ダ
カ
パ

1
ラ
の
マ
ン
ダ
ラ
に
あ
っ
て
は
」

(σ
町
。
問
。
〈
旦
。

σ己
(
注
古
島
町
若
包
日
ヨ
ー古山
D
g
i
E
E
q
E自
己
S
∞
苫
自
民
与
色
。
)
と
テ
キ
ス
ト
に

あ
る
。
つ
ま
り
、
二
十
五
体
よ
り
な
る
ブ
ッ
ダ
カ
パ

1
ラ
尊
に
よ
り
成
立
す
る
マ

ン
ダ
ラ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ブ
ッ
ダ
カ
パ

1
ラ
尊
な
ど
二
十
五
尊

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
マ
ン
ダ
ラ
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

ZH)Jヘ
第
十
章
に

も
「
九
体
よ
り
な
る
ブ
ッ
ダ
カ
パ

1
ラ
尊
の
マ
ン
ダ
ラ
に
あ
っ
て
は
」

(σ}冨

mωgz

σ己
己
(
宮
山
片
山
古
包

g
ヨ
ロ
告
、
E
E
m央
自
苫
目
白
宮
古
-σ)
と
あ
る
。

(
3
)

演
劇
の
「
味
」
に
つ
い
て
は
[
立
川
呂
∞
円
N

印
]
[
立
川
N
C
C
円
-
N
吋
]
参

昭…。

(
4
)
 

人間文化

五
甘
露
と
は
牛
乳
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
バ
タ
1
油
、
蜂
蜜
、
砂
糖
で
あ
る

[山

口
N
C
C
印
一
定
]
。
ネ
ワ
l
ル
密
教
で
は
、
水
、
牛
乳
、
蜜
、
牛
糞
お
よ
び
草
の
一

種
の
五
点
を
い
う
場
合
が
あ
る
(
ガ
ウ
タ
ム
・

R
・
パ
ジ
ュ
ラ
1
チ
ャ

1
ル
ヤ
氏

に
よ
る
)
。

(
5
)

「
灯
(
明
)
」
は
五
灯
明
す
な
わ
ち
五
種
の
肉
(
人
、
象
、
犬
、
牛
、
・
馬
)
を

い
う
(
[
川
崎
N
C
C

町二
ω-]
参
照
)
。
ガ
ウ
タ
ム
・

R
・
パ
ジ
ユ
ラ

1
チ
ャ

1
ル

ヤ
に
よ
れ
ば
、
ネ
ワ

1
ル
密
教
で
は
、
卵
、
鹿
肉
あ
る
い
は
水
牛
の
肝
臓
、
魚
、

塩
と
油
を
混
ぜ
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
肉
を
入
れ
た
米
ビ

1
ル
を
五
灯
明
と
し
て
用
い

る
こ
と
が
あ
る
。

(
6
)
 
こ
こ
で
は
思
y
ω
0
・
E
一
E
E
(青
い
)
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

Z
司
ペ
に
お
い
て
一
般
に
は
淡
い
青
を
意
味
す
る

E
E
と
濃
い
青
あ
る
い
は
青
黒

を
意
味
す
る
こ
と
が
多
い
官
白
山
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
は
っ
き
り

し
な
い
。
注
(
7
)
参
照
。

(
7
)

こ
こ
で
も
注
(
6
)
の
場
合
と
同
様
に
田
町
・
己
二
品
川

E
E
(青
い
)
と
い
う
語

が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
す
ぐ
後
に
続
く
テ
キ
ス
ト
に
は
田
町
・

ω
?
?

W
2ヨ
ω
と
あ
る
。
こ
こ
で
「
ニ

1
ラ
」
と
「
ク
リ
シ
ユ
ナ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
淡
青
と

濃
青
と
い
う
よ
う
に
意
味
が
区
別
さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
今

日
、
ネ
ワ

1
ル
の
画
家
た
ち
は
、
「
ニ

1
ラ
」
を
淡
青
、
「
ク
リ
シ
ュ
ナ
」
を
濃
青

と
い
う
よ
う
に
区
別
す
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
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第
十
四
章

ヨ
l
ガ
l
ム
パ
ラ
・
マ
ン
ダ
ラ

楼
閣
と
中
尊

ヨ
l
ガ
l
ム
パ
ラ
・
マ
ン
ダ
ラ
に
あ
っ
て
は
、
金
剛
龍
の
内
部
の
風
・
火
・

水
の
輪
の
上
に
大
洋
等
に
固
ま
れ
た
須
弥
山
が
あ
り
、

そ
の
頂
上
に
あ
る
二
重

蓮
華
の
上
に
置
か
れ
た
金
剛
の
中
央
に
建
て
ら
れ
た
楼
閣
が
あ
り
、

そ
の
奥
部

の
中
心
に
獅
子
が
お
り
、

そ
の
上
に
二
重
蓮
華
と
〔
そ
の
上
の
〕
月
輪
が
あ

る。
〔
そ
の
月
輪
の
上
に
、
体
色
は
〕
青
黒
の
世
尊
ヨ

1
ガ
l
ム
パ
ラ

(
l
)
が

半
伽
の
姿
勢
で
坐
る
。
青
黒
・
白
・
赤
の
中
央
・
右
・
左
の
三
面
を
有
し
、

そ

れ
ぞ
れ
の
面
は
三
眼
を
有
し
、
六
つ
の
〔
骨
〕
飾
り
を
付
け
る
。
広
い
額
に
は

五
つ
の
頭
蓋
骨
の
環
を
付
け
、
宝
石
、
三
日
月
お
よ
び
二
重
金
剛
が
付
さ
れ
た

青
黒
い
巻
き
髪
に
輝
く
五
如
来
の
〔
化
仏
の
付
い
た
〕
冠
を
被
る
。
彼
の
背
後

に
は
虎
皮
の
腰
巻
き
が
垂
れ
き
が
り
、
六
管
を
有
し
、
金
剛
と
金
剛
鈴
を
持
つ



二
管
に
よ
っ
て
、
黄
色
の
蛇
に
飾
ら
れ
た
青
黒
あ
る
い
は
白
の
〔
妃
〕
ジ
ユ

ニ
ャ

1
ナ
・
ダ
l
キ
ニ

l
を
抱
く
。
〔
残
り
の
〕
右
二
管
に
よ
り
〔
妃
の
〕
乳

房
と
矢
を
、
左
二
管
に
よ
っ
て
蓮
華
の
器
(
頭
蓋
骨
杯
)
と
弓
を
持
つ
。

2 

八
方
の
女
神
た
ち

次
に
、
東
方
に
は
白
い
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
・
ダ
l
キ
ニ

l

(
2
)
が
遊
戯
坐
の
姿

勢
で
象
王
に
乗
る
。

北
方
に
は
蛇
に
飾
ら
れ
た
黄
色
の
ゴ

1
ラ
・
ダ
ー
キ
ニ

l

(
3
)
が
半
伽
の

姿
勢
で
孔
雀
の
上
に
乗
る
。

西
方
に
は
赤
い
、
ヴ
ェ

1
タ
l
リ
1

(
4
)
が
屈
折
開
脚
(
ウ
ト
ク
l
タ
カ

の
姿
勢
で
ガ
ル
ダ
鳥
に
乗
る
。

)11 ) 

南
方
に
は
赤
色
の
髪
を
ほ
ど
き
、
頭
上
で
合
掌
し
た
チ
ャ
ン
ダ

1
リ
ニ

l

『完成せるヨーガの環』研究臼(立

(
5
)
が
膝
を
地
面
に
付
け
、
召
使
い
の
上
に
坐
す
。

ジ
ュ
ニ
ャ

1
ナ
・
ダ

1
キ
ニ

l
等
の
五
尊
は
、
頭
蓋
骨
杯
と
カ

こ
の
場
合
、

ト
ヴ
ァ

l
ン
ガ
を
右
と
左
の
二
手
で
持
つ
。
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
・
ダ

1
キ
ニ

1
等

(
2
1
5
)
 
は
象
な
ど
の
上
に
あ
る
蓮
華
の
上
の
日
輪
上
に
お
り
、
象
皮
の
衣

を
着
て
、
人
皮
を
被
っ
て
い
る
。

北
東
に
は
〔
右
半
身
〕
白
〔
左
半
身
〕
黄
の
シ
ン
ヒ
ニ

l

(
6
)
が
獅
子
の

上
で
遊
戯
坐
に
坐
る
。
二
管
を
有
し
、
右
手
に
振
り
あ
げ
た
剣
を
、
左
手
に
索

を
持
ち
な
が
ら
威
嚇
印
を
有
す
る
。

南
東
に
は
〔
右
半
身
〕
白
〔
左
半
身
〕
青
の
ヴ
ィ
ヤ
l
グ
リ

1

剛
の
両
端
に

O
型
開
脚
の
姿
勢
で
い
る
。
二
管
を
有
し
、
右
と
左
〔
の
手
〕

(
7
)
が
金

鈎
と
索
を
持
つ
。

南
西
に
は
ジ
ャ
ッ
カ
ル
面
の
ジ
ャ
ム
ブ
キ

1

(
8
)
が
水
牛
の
上
に
半
伽
の

姿
勢
で
い
る
。
〔
右
半
身
〕
赤
〔
左
半
身
〕
青
黒
(
ク
リ
シ
ュ
ナ
)

で
、
二
管

で
斧
と
索
を
持
つ
。

北
西
に
は
フ
ク
ロ
ウ
面
の
ウ
ル
ー
キ
ー

(
9
)
が
狐
の
上
で
屈
折
開
脚
の
姿

勢
で
い
る
。
〔
右
半
身
〕
赤
〔
左
半
身
〕
黄
で
、
二
管
で
棒
と
索
を
持
つ
。

彼
女
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
乗
物
の
上
に
あ
る
蓮
華
の
上
に
置
か
れ
た
日
輪
の
上

に
い
る
。

東
方
に
は
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
・
ダ
l
キ
ニ

1
の
背
後
に
、
ダ

1
キ
ニ

l
(
叩
)
が
い

る
。
白
色
で
、
両
手
を
口
に
入
れ
て
い
る
。

北
方
に
は
ゴ

1
ラ
・
ダ

1
キ
ニ

l
の
背
後
に
デ
ィ

l
ピ
ニ

1

(
日
)

る
。
黄
色
で
、
灯
明
を
持
ち
な
が
ら
頭
上
で
合
掌
す
る
。

西
方
に
は
ヴ
ェ

1
タ
1
リ
l
の
背
後
に
チ
ュ

l
シ
ニ

1

(
ロ
)
が
い
る
。
赤

色
で
、
血
を
す
く
っ
た
両
手
を
口
に
近
づ
け
て
い
る
。

南
方
に
は
チ
ャ
ン
ダ
l
リ
ニ

1
の
背
後
に
カ
ム
ボ

1
ジ
1

日
)
が
い
る
。

青
黒
(
ク
リ
シ
ュ
ナ
)

で
、
両
手
で
杵
を
心
臓
に
あ
て
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
四
女
神
は
蓮
華
上
の
日
輪
の
上
に
あ
る
死
体
に
乗
る
。

で

カf
v) 
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3 

第
二
重
の
女
神
た
ち

第24号

次
に
〔
第
一
重
の
外
側
に
〕
金
剛
の
環
と
光
輪
が
あ
り
、

そ
の
輪
の
外
に
環

人間文化

状
の
室
が
あ
り
、

そ
〔
の
室
〕

の
中
に
〔
二
十
の
〕
蓮
華
月
輪
(
蓮
華
の
上
の

月
輪
)
が
あ
り

そ
れ
ら
の
上
に
〔
次
の
二
十
女
神
が
い
る
〕
。

14 

ド
ラ
l
マ
ダ
1
(
日

東
方
〔
の
蓮
華
月
輪
〕
に
は
プ
ッ
カ
シ
l

チ
ャ
ン
ダ
l
(
日
)
が
お
り
、
〔
三
人
は
〕
甘
露
の
入
っ
た
容
器
を
両
手
で
持

つ。
北
方
に
は
ゴ

l
リ
1

(口)

ル
デ
ィ
ラ

1
(
日
)

(
9
)
 

マ
l
ン
シ

1
(印
)
が

お
り
、

五
灯
(
五
種
の
肉
)

に
満
た
さ
れ
た
蓮
華
の
器
(
頭
蓋
骨
杯

を
持

つ。
西
方
に
は
ウ
グ
リ

1

(初)、

ジ
ュ
ヴ
ァ
リ
タ

l
(
引)、

ビ

l
バ
ト
サ
l

(
辺
)
が
お
り
、
バ
リ
供
物
(
鬼
神
に
捧
げ
る
生
肉
な
ど
)
の
器
を
捧
げ
持
つ
。

ヴ
ア
ジ
ュ
リ
1
(
M
A
)

、
ク
ン
テ
ィ
ー

南
方
に
は
カ
パ

l
リ
l

(お)、

(
お
)
が
お
り
、
両
手
で
飲
物
の
器
を
持
つ
。

北
東
に
は
誇
ら
し
げ
な
仕
草
を
す
る
ラ
1
ス
ヤ

l

26 

と
塗
香
の
器
を
持

つ
ガ
ン
ダ
l

(
幻
)
が
い
る
。

南
東
に
は
ヴ
ィ

l
ナ
l

(
琵
琶
)
を
奏
す
る
ヴ
ィ

1
ナ
1

(
お
)
と
花
を
上

方
に
投
げ
て
い
る
プ
シ
ュ
パ

1
(
却
)

が
い
る
。

南
西
に
は
顔
の
前
で
立
て
た
人
指
し
指
を
動
か
し
て
い
る
ギ
l
タ
1

(
初
)

と
香
の
器
を
持
つ
ド
ゥ

1
パ
l

(
訂
)
が
い
る
。

北
西
に
は
踊
り
な
が
ら
水
を
両
手
で
す
く
う
仕
草
を
す
る
ヌ
リ
ト
ヤ

l

122 

(
犯
)
と
両
手
を
奮
の
形
に
し
な
が
ら
灯
明
を
持
つ
デ
ィ

1
パ
1

(
お
)
が
い

る
。こ

れ
ら
〔
ヨ

l
ガ
l
ム
バ
ラ
の
妃
〕
ジ
ュ
ニ
ャ

l
ナ
・
ダ

1
キ
ニ

1
等
の
三

十
三
尊
は
、
二
皆
、
三
限
、

一
面
で
、
髪
を
解
き
、
頭
に
五
つ
の
頭
蓋
骨
の
環

を
付
け
る
。
し
か
し
、

ゴ
1
ラ
・
ダ
l
キ
ニ

l
は
髪
を
逆
立
て
て
い
る
。

シ
ン
ヒ
ニ

1
等

(
6
ー
お
)

は
赤
い
衣
を
着
て
い
る
。

プ

ッ
カ
シ

l
等
〔
三
人
〕
(
は
l

m

)

と
南
東
の
隅
の
女
神
〔
二
人

(お
l
m
)

コ

リ
l の
等B体
〔色

人は
〕白

172 
19 究

と
北
東
の
女
神
〔
二
人
〕
(
お
l
U
)

は

黄
で
あ
る
。
ウ
グ
リ

l
等
〔
三
人
〕
(
却
l
n
)

と
北
西
の
女
神
〔
二
人
〕

(
ロ
ー
お
)

は
赤
で
あ
る
。
カ
パ

l
リ
1
等
〔
三
人
〕
(
お
l

お

と
南
西
の
女

神
〔
二
人
〕
(
初
ー
訂

は
車円
で
あ
る
。

4 

四
門
と
四
隅
の
神
々

次
に
、
金
剛
の
環
の
円
よ
り
外
の
場
(
プ
夕
、
重
)
、
門
お
よ
び
回
廊
(
パ
ッ

テ
ィ
カ

l
)
に
〔
八
つ
の
〕
蓮
華
お
よ
び
〔
そ
の
上
の
〕
月
輪
が
あ
る
。

そ
れ
ら
の
内
、
東
方
の
門
〔
の
蓮
華
の
上
の
月
輪
〕
に
青
黒
の
ハ
リ

(
ヴ
イ

シ
ュ
ヌ
)

(

M

)

、
北
方
〔
の
門
〕
に
黄
色
の
ブ
ラ
フ
マ

1

(
お
)
、
西
方
〔
の

門
〕
に
白
色
の
マ
へ

l
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
(
シ
ヴ
ア
)
(
お
)
が
、
南
方
〔
の
門
〕



に
赤
色
の
カ

l
ル
ッ
テ
ィ
ケ
1
ヤ

(
ク
マ

1
ラ
)

北
東
の
隅

(
幻
)

が
い
る
。

に
は
黄
色
の
イ
ン
ド
ラ
(
お
)
が
、
南
東
に
は
黄
色
の
ク
ベ

1
ラ
(
羽
)
が
、

南
西
に
は
青
い
ヤ
マ

(
伺
)

(
引
)

カま
しh

が
、
北
西
に
は
白
色
の
ヴ
ァ
ル
ナ

る。
5 

回
廊
の
神
々

神
々
の
回
廊
に
は
、
東
方
に
カ
ラ
ン
カ
・
パ
イ
ラ
ヴ
ア

(
位
)
、
カ
ト
ヴ
ァ

1

ン
ガ
・
ラ

l
ク
シ
ャ
サ

ガ
ネ

1
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
(
伺
)

ガ
ン
タ
l
カ
ル

43 

ナ

(
必
)
が
お
り
、
白
色
で
あ
る
。

北
方
に
チ
ャ
ン
デ
1
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
(
必
)
、

(
幻
)

チ
ャ
ン
ド

1
デ
1
ヴ
ア

ジ
ュ
ヴ
ァ
レ

1
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
(
必
)

(
伺
)
が

ジ
ャ
ン
カ

1
ラ
ビ

1
シ
ャ
ナ

)11 ) 

お
り
、
黄
色
で
あ
る
。

『完成せるヨーガの環』研究臼(立

西
方
に
タ
ッ
キ
ル
ド
ラ
(
日

ス
タ
ン
デ
ィ
レ

1
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
(
日
)
、

ダ

マ
ル
ダ
ム
バ
ラ
(
臼
)
、
ダ
ッ
カ
1
パ
ヤ
l
ナ
カ

日
)
が
お
り
、
赤
色
で
あ

可。。南
方
に
ト
ゥ
ム
ブ
レ

l
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
(
日
)
、

ス
フ
ァ

1
ラ
ナ
1
ダ
(
日
)
、

ダ
ン
シ
ュ
ト
ラ

1
カ
ラ

l
ラ
(
日
)
、
ダ
ヌ
ル
ダ
ラ
(
貯
)
が
お
り
、
青
黒
で

ゑ
山
守
令
。

一
面

で
、
右
の
二
管
で
カ
ト
ヴ
ァ

1
ン
ガ
と
三
叉
戟
を
持
ち
、
左
〔
の
二
〕
管
で
女

ハ
リ
等
の
こ
れ
ら
の
二
十
四
尊
(
(
泊

)
i
(貯
)
)

は
、
四
皆
、
三
眼
、

神
を
抱
き
な
が
ら
頭
蓋
骨
杯
を
持
つ
。
そ
し
て
、
青
い
巻
き
髪
を
冠
の
よ
う
に

結
い
、
五
つ
の
頭
蓋
骨
の
環
を
付
け
、

五
つ
の
飾
り
を
付
け
、
虎
皮
の
衣
を
着

る
。
彼
ら
の
妃
た
ち
は
、

カ
ト
ヴ
ァ

l
ン
ガ
と
頭
蓋
骨
杯
を
右
と
左
の
手
に
持

っ。
6 

族
主

こ
こ
で
は
栄
え
あ
る
ヨ

l
ガ
1
ム
バ
ラ
は
阿
関
等
の
五
仏
の
化
仏
を
付
け
て

い
る
が
、

ジ
ュ
ニ
ャ

1
ナ
・
ダ
l
キ
ニ
!
は
、
阿
関
あ
る
い
は
大
日
の
化
仏
を

付
け
て
い
る
。
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
・
ダ

l
キ
ニ

1
等
四
人

(
2ー

5
)
は
、
主
尊

〔
阿
閑
〕
、
宝
生
(
ラ
ト
ネ

1
シ
ヤ
)
、
無
量
光
、
不
空
の
化
仏
を
付
け
て
い

る
。
シ
ン
ヒ
ニ

l
等
四
人

(
6
1
9
)
は
阿
閥
、
大
目
、
宝
生
、
無
量
光
の
化

仏
を
付
け
て
い
る
。

ブ
ラ
フ
マ

l

は
大
日
〔
の
化
仏
〕
を

マ
へ

l
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
(
お
)

35 

は
無
量
光
〔
の
化
仏
〕
を
、
他
の
白
い
尊
格
(
引
)

は
大
日
〔
の
化
仏
〕
を
、

黄
色
の
尊
格
(
犯
、

泊
)
は
宝
生
〔
の
化
仏
〕
を
、
赤
い
尊
格
(
幻
)

は
無
量

寿
〔
の
化
仏
)
を
、
青
黒
の

(
ク
リ
シ
ュ
ナ
)
尊
格

(
M

刊
)
は
阿
関
〔
の

化
仏
〕
を
付
け
て
い
る
。

7 

真
言

マ
ン
ダ
ラ
の
主
尊
の
心
種
子
は

「フ
1
ン」

「オ

1
ン

で
あ
り
、
心
真
言
は

123 



フ
1
ン

ス
ヴ
ァ

1
ハ
1
」

で
あ
る
。
「
オ

1
ン

ガ

グ
1
ン

ノ、、

ノ¥

第24号

ス
ヴ
ァ

1
ハ
1
」
が
ヴ
ェ

1
タ

1
リ
1
の
一
切
業
成
就
の
真
言
で
あ
る
。

人間文化

8 

附
記

三
重
マ
ン
ダ
ラ
に
お
い
て
は
、
中
央
(
ガ
ル
バ
)

の
マ
ン
ダ
ラ
は
楼
閣
の
か

た
ち
を
採
り
、
ダ

l
キ
ニ

l
等
の
四
人
(
(
叩

)
1
(日
)
)
は
四
門
に
い
る
、

あ
る
者
は
い
う
。
第
二
重
も
楼
閣
の
か
た
ち
を
採
る
と
い
う
説
も
あ
る
。

と「円

形
の
宝
石
で
で
き
た
城
で
あ
る
」

と
あ
る
者
は
い
う
。

第
十
四
章
注

(
l
)

ヨ
l
ガ

1
ム
パ
ラ
・
マ
ン
ダ
ラ
の
基
本
テ
キ
ス
ト
は
『
四
座
タ
ン
ト
ラ
』

や町
S
E
S
Mミ
5
ヨQ
b
b
旬
。
匂
宮
内
向
。
コ
守
9
1
3
Q
(
『
東
北
目
録
』
四
二
八
番
、
『
北
京

版
大
蔵
経
』
六
七
番
)
で
あ
る
。
こ
の
タ
ン
ト
ラ
に
対
す
る
釈
タ
ン
ト
ラ
と
し
て

『
東
北
目
録
』
四
二
九
番
(
『
北
京
版
大
蔵
経
』
六
八
番
)
お
よ
び
『
東
北
目
録
』

四
三
O
番
(
『
北
京
版
大
蔵
経
』
六
九
番
)
が
あ
る
。

。ロ『ハ
w
Z
0
・
∞
寸
は
ヨ

l
ガ
1
ム
パ
ラ
・
マ
ン
ダ
ラ
で
あ
る
が
、
の
口
問
ハ
に
合
め

ら
れ
て
い
る
ヨ

1
ガ

1
ム
パ
ラ
・
マ
ン
ダ
ラ
は

Z
司
ベ
第
十
四
章
に
述
べ
ら
れ
る

も
の
と
異
な
る
(
本
章
注
(
日
)
参
照
)
。

(
2
)
Z
3へ
第
四
章
は
ジ
ュ
ニ
ャ

1
ナ
・
ダ
l
キ
ニ

l
の
マ
ン
ダ
ラ
で
あ
る
。
〔
立

川

NCC寸
一
呂
印
]
宏
]
[
河
内
凶
m
E』
5
5
山口己

FO}ハ
g
z
n
z
m自
己
E
-
u∞印一

N∞
lNU
]。

(3)

回}グ

ωN・
E
二古一
E
D〕U
Eヨ
廿
と
あ
る
が
、
回
『
了

ωN
・
脚
注
コ
に
は
古
川
吉
印
。

合一
E
D〕
る
(
]
印
可
山
町
の
読
み
が
パ
ロ

1
、ダ
写
本

(
B
)
に
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
の
包
σ
u
m
l点
目

さ

σ
L
も
B
の
読
み
と
一
致
す
る
。
こ
こ
で
は
、
後
者
の
読

み
に
従
う
。
こ
の
章
で
は
こ
れ
ま
で
に
「
ダ

1
キ
ニ

l
」
と
い
う
名
の
尊
格
は
登

場
し
て
い
な
い
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
は

p
(寸
『
戸
〈
。
「
∞
0

・℃・

5
?
『-
F
F
印一

一苫

田町
2
}ハ
1
4
b
E
E
m凶
)
お
よ
び
足
(
、
コ
JR
〈
♀
・
∞
ア
℃

-
g・『・
N・
F
∞
一
吉

田町
2
}ハ
1
5
5
5
w
w
m
g
g
ω
)
と
も
に
「
ジ
ユ
ニ
ャ

1
ナ
・
ダ
1
キ
ニ

l
」
と
し

て
い
る
。
円
LOO-H)
・
合
唱
~
・
]
印
参
照
。

(
4
)

田町・

ωN
・
E
一
円
)
山
口
の
向
島
町
哲
也
0
0

は
℃
ω
ロの印

}S℃
包
午
と
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
ジ
ユ
ニ
ャ

1
ナ

・
ダ

1
キ
ニ

1
等
の
五
尊
」
で
あ
っ
て
、
「
ジ
ユ

ニ
ャ

l
ナ
・

ダ
l
キ
ニ

l
等
は
五
つ
の
頭
蓋
骨
」
云
々
と
は
読
む
べ
き
で
は
な

い
。
こ
の
五
尊
と
は
ヨ

1
ガ
1
ム
パ
ラ
の
后
と
し
て
の
ジ
ュ
ニ
ャ

1
ナ
・

ダ
l
キ

ニ
1
お
よ
び
四
方
に
位
置
す
る
女
神
た
ち

(
2
5
)
を
指
す
。

(
5
)

回
F
ω
N
・
5
一
m
m
4
2
Z
0
4
0
と
あ
る
が
、
田
町
・

ωド
脚
注
]
∞
に
は
〈
a
E
E
0
4
0

の
読
み
が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
写
本
(

C

)

(

回
。
ロ
巳
巳
「

Z
o
-
-
N芯
)
に
あ
る
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
同
一
口
p
]
お
よ
び

O
N∞
グ
∞
に
も
〈
m
4
5
E
奇
心
。
と
あ
る
。

こ
こ
で
は
〈
と
E
E
H
V
4
0
と
読
む
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
P
(寸
早
J

〈
o-・
8
L
)
・
5
P
『・

印
L
・
寸
)
お
よ
び
司
N
(
↓↓
P
〈
o-
・
∞
ア
℃
・
混
入
・

ω
L・
N)
と
も
に
「
金
剛
」

(
E
0
4
0
)
と
訳
し
て
い
る
oFoo--)
・
h
p
F
ム
参
照
。

(
6
)
間

N
2
・
P
己
芯
日
怠
貯
の
ω
c
p
m
一
己
品
目
旦
冨
・
[
森

N
C
C
T
ω
N
]
で

は

念

日
』
合
唱

F
o
p
-
)
・
h
F
F
E
で
は
♀
S
E
F合
・
今
、

E
に
従
う
。
回
F

8
・
寸
に
は

g
ロ
告
と
あ
る
。
[
同
m
E
C
〈可
ω
自
己
円
、
。
宮
田
E
h
z
g
♀
E
-
u∞印い印
N
]

参
照
。

(
7
)

回『
y
ω
ω
W
7
2H
a
R
同
N吋
0・
∞
一
口
ω
c
p
m
一
SHV(首・

E
お
よ
び
G
に
従
う
。

(
8
)

回
F

8
・∞一

E
(宮
町
民
の
ω
E
w
印一円
E
E
5
・
G
に
従
う
。

(
9
)

回『了

ωω
・
∞
一
吉
川
町
官
邸
，
一
口
ω
c
p
印一

E
E宮
ヨ

σ・
G
は
女
尊
名
と
し
て

BUHHZH
を
挙
げ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

(
叩
)
回
F
ω
ω
w
p
y
ω
Z
E一
尽
寸
F
-
一口
ωCω
・∞一

Y
O
E
U--
E
お
よ
び
G
に
従
う
。

(
日
)
回
『
グ

ω
ω
-
P
E
σ
ω
Z
R
閏

N叶
σ
w
r
o
ω
c
p
m一
σ
E
R
S
-
E
お
よ
び
G
に
従
う
。
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(
ロ
)
回
F
ω
ω
・
5
一〈

-az一回
N
J
W
N
一口
ω
c
p
p
〈
m42
・
E
お
よ
び
G
に
従
う
。

(
日
)
回
F
・
3
・
5
一
E
H
D
E
一同
N
2
・
N
C
ω
c
p
m
一
対
日
出
ヨ
σ
・
E
お
よ
び
G
は
女

尊
名
と
し
て
}
ハ
E
E
を
挙
げ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

(
日
)
田
町
・

8
・
5
一山
m
E
o司
包
ミ
山
町
一
同
N寸
σ
池
町
一
口
ω
0
7
品一

m
g
ミ
包
宅
島
・

E

お
よ
び
G
に
従
う
。

(
日
)
回
『
グ

ωhf]ω
一
E
E
守
UHMmm凶円門広巳
ω
σ
Z
a宮山〈可
ω
σ
F
ε
u
z
p
m
-
E
(同州当日、。
F
・田宮

に
従
う
な
ら
ば
「
カ
ト
ヴ
ァ

l
ン
ガ
と
三
叉
戟
を
持
つ
右
骨
に
よ
っ
て
妃
を
抱

き
」
と
な
る
が
、
こ
の
読
み
で
は
左
右
の
管
そ
れ
ぞ
れ
が
何
を
有
す
る
か
が
明
ら

か
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
従
う
。
司
(
叶
、
門
戸
〈
o-・∞
0

・同)・

5
P
『-

N・N
・∞|『・

ω・F
-
)

一方
Z
ω
m
m，
苫
由
日
)
印
四
ミ
Z
}包
∞
片
町
ω
守
u
g
m
ω

コ∞め四回
Z
E

吉

正
N
E
宮司
O¥
間三
D
E
m
S
Z
W
1
∞
-
E
g
o
-
ω
d
Z
E
宮
島
山
口
四
吾
。
〔
同

問)印バ同氏口同
)m円。¥¥一円】
N
(〈。-・∞戸同)・

mmy
『・印・~~・印|岱)一

m
，可山田℃
ω
」七宮山、
ω
m

mロ
}
N
E
w
-
∞
]
合
印
守
ω
召
吾
ω
(
H
g
m
E
田町己

E
d
N
-
H回
目
)
臼
¥
ぬ
き
口
同
)
印
加
弓
広

告
。
己
円
出
〔
】
m
s
m
σ
g
∞
℃
白
田
Z
-宮
山
富
O
E
E
W
Eて
己
斗
℃
ω
¥
P
お
よ
び
同
)N
の
意

味
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
な
お
の
ピ
デ

ω1h日y

g
〈可
ω
σ
F
£
巴
E
m
F
E
(目。〈岸内田
l

-S℃
U
E
ー
と
あ
り
、
左
右
の
管
に
何
を
持
つ
か
は
語
っ
て
い
な
い
。

(
日
)
第
一
重
が
楼
閣
と
な
っ
た
マ
ン
ダ
ラ
に
つ
い
て
は
の
口
同
・

Z
0
・
当
を
参
照
。

[σ
∞。♀

E
自
由
円
四
苫

E
Z
E
C
ω
ロ
己
冨
・
4m凶の
E
E
J
S
-
∞∞∞一∞吋
][σ
∞
O
(
H
D
日
記

円四可
ω
E
Z
Z
O
]
也但]一

-
m
N
]
印
ム
]
[
目
白
m
F
己
〈
』
『
ω
ω
ロ
(
H
F
。}ハぬ出町

の
Z
E
E
-
∞∞印一

NNm]
参
照
。

(
口
)
回
F
ω
印・

ω
一己〈
mWH1027-E
廿一回
N∞σwhF
一口
ω]
グ

ω
一己〈
hwHaO2刊一円可。ロ可。ぽ・

E
お
よ
び
G
に
従
う
。
円
、

2
・℃・ムム

L
・N
}

参
照
。

(
同
)
田
町
・

ω
?
ム一

ω
ロ
ヨ
巳
己
ユ
ロ
苫
℃
ロ
宮
E
m壱
-
W
A
H
E
m
b
E
E
吉
田
一

一同
N∞σ
-
m
一

の
ω
-
F
ω
二
】
己
門
司
自
己

ω在日ハ
p
s
m
u
s
z
-
)
ω
E
芹可白官邸門町比一回・

E
お
よ
び
G
に
従

う。

F
o
p
同
)
・
合
唱
目
・
日
参
照
。

、
‘
』
ノ

-l
 
!
 

『完成せるヨーガの環』研究臼(立

第
十
五
章

ヤ
マ

リ

マ
ン
ダ
フよ

楼
閣
と
中
尊

ヤ
マ

1
リ
・
マ
ン
ダ
ラ
に
あ
っ
て
は
金
剛
龍
の
中
に
法
源
が
あ
り
、

中
に
あ
る
楼
閣
の
中
に
は
二
重
蓮
華
が
あ
り
、

そ
の
上
の
日
輪
の
上
に
は
、
骨

で
飾
ら
れ
た
念
怒
の
相
を
し
た
青
黒
い
水
牛
が
お
り
、

そ
の
背
の
上
に
二
重
蓮

華
が
あ
る
。

そ
の
〔
二
重
蓮
華
の
〕
上
の
日
輪
に
乗
っ
た
ヤ
マ
を
展
左
の
姿
勢
で
踏
み
つ

け
た
〔
ヤ
マ

1
リ〕

(
l
)
が
い
る
。
彼
〔
の
身
色
〕
は
青
黒
で
、
眉
を
つ
り

あ
げ
、
髪
を
逆
立
て
、
金
剛
の
飾
り
に
飾
ら
れ
、
〔
脚
が
〕
短
く
、
太
鼓
腹

で
、
太
っ
て
お
り
、
首
か
ら
人
の
首
の
環
を
か
け
、
舌
を
出
し
て
ふ
る
わ
せ
、

光
る
牙
で
恐
ろ
し
い
。
中
央
・
右
・
左
の
面
は
そ
れ
ぞ
れ
青
黒
、
白
、
赤
で
あ

る
。
六
管
で
、

カ
ル
ト
リ
万
と
頭
蓋
骨
杯
を
持
っ
た
二
管
で
自
ら
の
姿
に
似
た

智
恵
(
妃
)

を
抱
き
、
右
〔
の
残
り
〕

の
二
手
で
金
剛
と
剣
を
、
左
〔
の
残

り
〕
の
二
子
で
円
輪
と
蓮
華
を
持
ち
、
ア
ナ
ン
タ
等
の
竜
(
ナ

l
ガ
)
を
飾
り

と
し
て
い
る
。
彼
の
姿
は
降
三
世
に
似
て
い
る
。

2 

四
方
の
神
々

彼
〔
ヤ
マ

l
リ〕

の
東
に
は
白
い
大
日

(
2
)
が
い
る
。
右
面
は
青
く
、
左

面
は
赤
い
。
右
の
二
手
で
円
輪
と
剣
を
、
左
の
二
手
で
宝
石
と
蓮
華
を
持
つ
。 そ

の
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第24号

南
に
は
、
黄
色
の
宝
生

(
3
)
が
い
る
。
〔
中
央

・
右
・
左
の
〕
三
面
は
そ

れ
ぞ
れ
黄
、
青
黒
、
白
で
あ
る
。
右
の
二
手
で
宝
石
と
剣
を
、
左
の
二
手
で
円

人間文化

輪
と
蓮
華
を
持
つ
。

西
に
は
赤
い
無
量
光

(
4
)
が
い
る
。
〔
中
央
・
右
・
左
の
〕
三
面
は
そ
れ

ぞ
れ
赤
・
青
黒
・
白
で
あ
る
。
右
の
二
子
で
蓮
華
と
剣
を
、
左
の
二
手
で
宝
石

と
円
輪
を
持
つ
。

北
に
は
黒
緑
の
イ

l
ル
シ
ャ

1
・
ヤ
マ

1
リ

(
5
)
 
が
い
る
。
〔
中
央

右
・
左
の
〕
三
面
は
そ
れ
ぞ
れ
黒
緑
・
青
黒
・
白
で
あ
る
。
右
の
二
手
は
万
と

円
輸
を
、
左
の
二
手
は
宝
珠
と
蓮
華
を
持
つ
。

四
人
と
も
族
主
の
特
徴
を
持
ち
な
が
ら
、
念
怒
形
で
あ
り
、

カ
ル
ト
リ
万
と

頭
蓋
骨
杯
を
持
つ
主
た
る
左
右
一
組
の
管
に
よ
っ
て
自
ら
に
似
た
妃
を
抱
い
て

い守令。3 

四
維
の
女
神
た
ち

(
6
)
が
い
る
。

南
東
の
隅
に
白
色
の
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
・
チ
ャ
ル
チ
カ
1

ハ
・
ヤ
マ

l
リ
と
同
じ
身
色
と
持
物
を
有
す
る
。

南
西
の
隅
に
恐
ろ
し
い
顔
を
し
た
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
ヴ
ァ
1
ラ
1
ヒ
1

モ

(
7
)
が

い
る
。
ド
ゥ
ヴ
ェ

1
シ
ャ
・
ヤ
マ

1
リ
に
似
る
。

北
西
の
隅
に
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
・
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー

(
8
)
 
が
い
る
。
ラ

1
ガ

カ
l
ラ
1
リ
に
似
る
。

北
東
に
は
ガ
ウ
リ
l

(
9
)
が
い
る
。
イ
l
ル
シ
ャ

I
・
ヤ
マ

l
リ

5 

126 

に
似
る
。

こ
の
場
合
、
大
日
等

(
2ー

5
)
は
二
重
金
剛
の
四
方
の
轄
に
い
て

四
維

の
轄
に
は
チ
ャ
ル
チ
カ

1
等

(
6
1
9
)
が
そ
れ
ぞ
れ
の
方
便
〔
夫
〕
を
伴
つ

て
い
る
。

4 

四
門
の
神
々

東
門
に
は
ム
ド
ガ
ラ
・
ヤ
マ

1
リ

(
叩
)
が
い
る
。
〔
身
色
は
〕
青
黒
で
、

〔
中
央
・
右
・
左
の
〕
三
面
は
青
黒
・
白
・
赤
で
あ
る
。
右
の
二
管
は
金
剛
の

付
い
た
杵
(
ム
ド
ガ
ラ
)

を
、
右
の
二
替
は
宝
珠
と
蓮
華
を
持
つ
。

南
〔
門
〕

が
い
る
。
〔
身
色
は
〕
白
色

に
は
ダ
ン
ダ
・
ヤ
マ

l
リ

(
日
)

で
、
〔
中
央
・
右
・
左
の
〕
三
面
は
白
・
青
(
ニ

1
ラ
)
・
赤
で
あ
る
。
右
の
二

皆
は
梶
棒
と
万
を
、
左
の
二
管
は
蓮
華
と
円
輸
を
持
つ
。

西
〔
門
〕
に
は
パ
ド
マ
・
ヤ
マ

1
リ

(
ロ
)
が
い
る
。
ラ

1
ガ
・
ヤ
マ

1
リ

に
似
る
。

北
〔
門
〕
に
は
カ
ド
ガ
・
ヤ
マ

l
リ

(
日
)
が
い
る
。
イ

1
ル
シ
ャ

l
・
ヤ

マ
l
リ
に
似
る
。
淡
い
青
色
(
ニ

1
ラ
)

で
あ
る
。

5 

神
々
の
姿

す
べ
て
の
〔
神
々
〕
は
恐
ろ
し
い
蛇
を
飾
り
と
し
て
、
高
笑
い
を
し
つ
つ



赤
褐
色
の
逆
立
っ
た
髪
を
輝
か
せ
、

口
は
牙
で
恐
ろ
し
く
、

カ
ル
ト
リ
万
と
頭

蓋
骨
杯
を
持
ち
、
主
要
な
二
管
に
よ
っ
て
自
身
に
似
た
智
慧
(
妃
)
を
抱
い
て

い
る
。こ

こ
で
は
大
日
お
よ
び
妃
た
ち
は
二
重
蓮
華
の
上
の
月
輪
の
上
に
い
る
。
他

の
神
々
は
二
重
蓮
華
の
上
の
日
輪
の
上
に
い
る
。

マ
ン
ダ
ラ
の
東
南
等
の
四
維

に
お
い
て
は
、
二
重
蓮
華
の
上
に
置
か
れ
た
四
つ
の

「
蓮
華
の
容
器
」
(
頭
蓋

骨
杯
)

が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
は
精
液
、
経
血

五
甘
露
、

五
灯
明
(
五
種
の

肉
)
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
て
い
る
。

6 

族
主

、‘.，ノ
-l
 
j
 

ク
リ
シ
ュ
ナ
・
ヤ
マ

1
リ
の
族
主
は
頭
上
の
〔
化
仏
と
し
て
あ
る
〕
阿
関
で

あ
る
。
大
日
等
の
四
仏
の
〔
族
主
〕
で
も
あ
る
。
彼
ら
(
四
仏
〕
は
そ
れ
ぞ
れ

『完成せるヨーガの環』研究日(立

ロ
l
チ
ャ
ナ

1
等
と
ム
ド
ガ
ラ
・
ヤ
マ

1
リ
等
の
族
主
で
あ
る
。

7 

真
言

世
尊
〔
ヤ
マ

1
リ〕

の
種
子
真
言
は

「
ヤ
ン
」

で
あ
り
、

「オ

1
ン

フ

(
醜
い
顔
の
者
よ
)

ヴ
ィ
ク
リ
タ

l
ナ
ナ

シ
ュ
ト
リ

l
ヒ

フ
1
ン

リノ
1
1
レ」

フ
ァ
ト

フ
ァ
ト

ス
ヴ
ァ

1
ハ
1
」

と
い
う
の
が
心
真
言
で
あ
る

フ
1
ン

と
と
も
に
一
切
業
成
就
真
言
で
も
あ
る
。

第
十
五
章
注

(
l
)

「
ヤ
マ

1
リ
」
(
ヤ
マ

・
ア
リ
)
と
は
「
ヤ
マ
」
(
閤
魔
)
の
「
ア
リ
」
(
敵
)
、

す
な
わ
ち
、
死
者
た
ち
の
王
ヤ
マ
を
打
ち
負
か
す
者
を
意
味
す
る
。
水
牛
は
ヤ
マ

の
乗
り
物
で
あ
る
が
、
ヤ
マ

1
リ
も
水
牛
を
乗
り
物
と
す
る
。

。
ロ
穴
に
は
四
種
の
ヤ
マ

1
リ
・
マ
ン
ダ
ラ

(
Z
2
・
8
印ω)

が
収
め
ら
れ
て

い
る
が
、

ZH)ペ
第
十
五
章
の
ヤ
マ

1
リ
・
マ
ン
ダ
ラ
は
の
口
問
-
Z
0
・
お
(
ラ
翻

訳
官
流
の
も
の
)
の
マ
ン
ダ
ラ
に
近
い
。
ヴ
ィ
ル
1
パ
流
の

Z
0
・
8
は
五
尊
マ

ン
ダ
ラ
で
あ
り
、
シ
ュ
リ
l
ダ
ラ
流
の

Z
。
・
2
に
は
四
維
の
頭
蓋
骨
杯
が
見
ら

れ
な
い
。
ラ
翻
訳
官
流
の

Z
0
・
8
の
マ
ン
ダ
ラ
は
、

二一

尊
よ
り
成
り
、
中
尊

は
六
面
で
あ
る
。

。ロ}ハ
w
Z
0
・
mN
の
ヤ
マ

1
リ
・
マ
ン
ダ
ラ
の
基
本
タ
ン
ト
ラ
は
『

一
切
如
来

身
口
意
黒
ヤ
マ

1
リ
・
タ
ン
ト
ラ
』
(
『
東
北
目
録
』
四
六
七
番
、
『
北
京
版
大
蔵

経』

一
O
三
番
)
で
あ
る
写
∞
O己
ロ
ω吉田

E
ヨ

E
Z
F
o
-
u
E
込町]。

(
2
)
回
}
Y
N
P
∞
lu一
[
森

E
E
L
C
N
]
参
照
。

(3
)
回
F
・

s・-∞ニリ
E
F巴
町
一
同
N
E
w
-
一口
ω
N
P
∞一巳
F
D巳
F

E
お
よ
び
G
に
従

〉つ。
(
4
)
回
F
ω
P
E一円、
2
・
司
・
怠
-
F

印一

m
z
c
g，一回
F

S
脚
注

-pmFOE--
こ
こ

で
は
後
者
の
読
み
に
従
う
。

(
5
)
回
F
ω
F
p
z
q
g
E
M
W
H
V一同
N∞σ
・
由
一
の
お
σ・
介
。
山
口
門
昨
日
吾
忠
一
戸
・
E
お
よ

び
G
に
従
う
。
円hoo-
℃
・
怠
入
・
-
∞
参
照
。

(
6
)

回
F
ω
ア
足
一

-
g
-
a
g
E
百円
H
E
F
E
W
2
gヨ
日
町
。
町
長
ち
σ
Z『向島}

〈
包
『

O
S
D
m
M
e
g
E
E
b
H
H戸
印
日
比
は
「
ク
リ
シ
ュ
ナ
・
ヤ
マ

l
リ
の
族
、
王
は
頭
の
上

の
〔
化
仏
と
し
て
あ
る
〕
阿
闘
で
あ
る
。
大
日
等
の
四
仏
の
[
族
主
]
も
同
様
で

あ
る
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
今
、
こ
の
読
み
に
従
う
。
し
か
し
「
阿
閑
で
あ
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る
」
と
い
う
部
分
は
編
者
バ
ッ
タ
チ
ャ
ル
ヤ
が
自
ら
補
っ
た
部
分
で
あ
っ
た
o

z
p
司・ム吋

w
F
N一
言
]
a
g
E
E
D円込町
E
R
Sミ
ω
E
U
Z
}
Z
B己
呉
伯
。
σ
写
与

は
回
冒
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
意
味
で
あ
る

o
z
o
-
-
)・
h戸
口
o
z
=
c
c
に
は
「
阿
閑

で
あ
る
」
と
い
う
読
み
が

Z
ム
(
君
。
∞
INO・-ロ由民
E
Z
Z門
〉
己
〈
ωロ
2
〔】∞

E
e
g

え
さ
2
E
問。
z
m
E
D
F
わ
れ
わ
れ
の
略
号
で
は

T
)
に
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る

が
、
↓

ωム
ダ

ム

に

は

片

E
g
S
E
E
-『
(
E
D
-
-弓
苫
ー
山
ι

三
日

ωコ
廿
回
三
E

E
E
m当
巳
『
o
gロ
包
片
山

EBUHHHω
立
と
あ
り
、
「
族
主
は
阿
闘
で
あ
る
」
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
般
に
族
主
と
い
う
場
合
に
は
五
仏
の
い
ず
れ
か

を
い
う
の
で
あ
り
、
田
町
お
よ
び

F
2
に
見
る
よ
う
に
阿
闘
が
ヤ
マ

l
リ
の
族
主

で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
ヤ
マ

1
リ
・
マ
ン
ダ
ラ
に
お
い
て
は
ヤ

マ
1
リ
と
阿
閑
と
は
ほ
と
ん
ど
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。

チ
ベ
ッ
ト
訳
P
(寸
口
J

〈
♀
・
∞
P
℃
・
ロ
ア
『
・
ア
戸

ω
h山一
mw
∞
F
E
H一-om田町
E

E
m
H
}。
」
ユ
四
国

-q-σ
缶
四
回
)
(
)
昆
∞
σ
1
σ
0円
E
-
z
-
q
c
(】℃
m
E
σ
E
m
ロ
可
正

門HO¥¥
門口
ω百
七
R
m
E
D
m
E品
自
己
一
山
由
。
四
回
目
)
ω
σ
N
E
ヨ
ロ
m
色。

σ回
EDDO¥¥)

は
、
「
ク
リ
シ
ュ
ナ
・
ヤ
マ

1
リ
の
族
主
は
頭
上
に
〔
化
仏
と
し
て
〕
あ
る
阿
閉

そ
の
者
で
あ
る
。
大
日
等
の
四
仏
も
同
様
で
あ
る
」
と
あ
り
、
田
町
お
よ
び

F
2

と
同
じ
意
味
で
あ
る
。

同
市
(
寸
口
)
¥
〈
。
-
・
∞
戸
同
)-gw
『・

ωwh
∞
『
・
ム
・
戸
】
一

σ
g
E
E
R
t〔古田『円四回

W1σ(Hmwm
℃
O
E
m
m
E
5
4
0
m田
町
早
口
1
〔】【]。¥¥目。

E
古川凶『回口。ロ

mE(HNm凶〔ご山

田。四回目
}
ω
σ
N
E
苫ーロ
m
(
H
O
σ
N
Eロ
ロ
C
¥
¥
)

に
は
、
「
世
尊
の
族
の
主
は
ヤ
マ

1
リ

で
あ
る
。
大
日
等
も
同
様
で
あ
る
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
ヤ
マ

l
リ
が
族
主
で

あ
っ
て
、
阿
関
が
族
主
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
は
い
な
い
。

司
∞
に
お
け
る
よ
う
に
ヤ
マ

1
リ
が
族
主
で
あ
る
と
述
べ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

写
本
も
あ
る
。
出

ω
E
-
r
o
ω
N
F
由一

E
a
g
E
E
D
E
F
E
R
2
m
q
m
E
Z円庄

司
包
-
E
E山口
o
g
-
5
2
E岳
p
g
E
S
E同
告
ぐ
に
は
「
族
主
は
自
身
の
頭
上

人間文化

に
あ
る
ク
リ
シ
ュ
ナ
・
ヤ
マ

1
リ
と
な
ろ
う
。
大
日
等
の
四
仏
の
場
合
も
同
様
で

あ
る
」
と
あ
る
。
「
自
身
の
」
(
宮
目
白
ロ
O
)

と
は
ヤ
マ

1
リ
自
身
の
意
味
に
と
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
ヤ
マ

1
リ
の
頭
上
に
ヤ
マ

l
リ
の
化
仏
が
置
か
れ
る

と
は
少
な
く
と
も
一
般
的
で
は
な
い
。

ロム印

σ・
ω一
-
2
-
a
m
Z
E
E
U『門同町
E
r
2恒
ω三
日
常
日
¥
a
u門H
E
E
m凶〈巴『
O

S
ロ
包
--szsuHHHω
立
(
族
、
王
は
頭
上
の
ク
リ
シ
ュ
ナ
・
ヤ
マ

l
リ
で
あ
り
、

〔
ヤ
マ

1
リ
〕
自
身
で
あ
る
大
日
等
の
四
仏
の
〔
族
主
〕
で
も
あ
る
)
は
、

T
と

同
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
自
身
で
あ
る
」
(
営
目
白
)
の
意
味
は
明
確
で
は
な

い
。
お
そ
ら
く
は
、
元
来
は

W
2。
ミ
日
H
5
5『
町
長
包
σ
Fヨ
廿
と
あ
っ
た
も
の
が

}ggヨ
宮
司
庄
司
包

E
H
g
iと
誤
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
回
『
グ
「

2
お
よ
び

P
に
お
け
る
よ
う
に
「
ヤ
マ

l
リ
の
族

主
は
阿
閑
で
あ
る
」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
ゲ
ル
ク
派
の
僧
チ
ャ
ン
キ
ャ
の
注
(
『
北
京
版
大
蔵
経
』
六
二

三
六
番
)
に
は
「
五
如
来
に
と
っ
て
阿
闘
が
主
で
あ
る
よ
う
に
、
東
と
南
東
に
い

る
二
尊
に
あ
っ
て
は
大
日
の
、
南
と
南
西
の
二
尊
に
あ
っ
て
は
宝
生
の
、
西
と
北

西
の
二
尊
に
あ
っ
て
は
無
量
光
(
阿
弥
陀
)
の
、
北
と
北
東
の
二
尊
に
あ
っ
て
は

不
空
成
就
の
化
仏
が
付
く
」
(
寸
司
・
〈
♀
・

5
ド
司
・
∞
P
『・

ω
・
戸
寸
|
∞
)
。
こ
の
よ

う
な
チ
ャ
ン
キ
ャ
の
理
解
で
は
、
こ
の
ヤ
マ

1
リ
・
マ
ン
ダ
ラ
の
大
日
等
の
四
仏

の
頭
上
に
は
阿
閑
の
化
仏
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
タ
l
ラ
l
・
マ
ン
ダ
ラ

楼
閣
と
中
尊

、
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
タ

l
ラ

l
・
マ
ン
ダ
ラ
に
あ
っ
て
は
、
金
剛
龍
の
内
部
の
法
源



の
中
に
あ
る
楼
閣
の
中
心
部
に
八
弁
の
二
重
蓮
華
が
あ
り
、

そ
の
芯
の
上
の
月

輸
に
金
色
の
女
神
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
タ
l
ラ
1

(
金
剛
多
羅
)

(

l

)

が
い
る
。
五

仏
〔
の
化
仏
〕

の
冠
を
被
り
、
金
・
白
・
青
(
ニ

l
ラ
)
・
赤
の
中
央
・
右
・

左
・
後
の
四
面
を
有
す
る
。
八
管
で
、
右
〔
の
四
手
〕
に
金
剛
、
索
、
矢
、

ラ
貝
を
持
ち
、
左
〔
の
四
手
〕
に
黄
睡
蓮
、
弓
、
鈎
、
威
嚇
印
を
有
す
る
。

2 

八
方
の
花
弁

東
方
の
花
弁
に
は
白
い
プ
シ
ュ
パ
・
タ
l
ラ
l

(
華
多
羅
)
(
2

が
し〉

る
。
両
手
で
花
の
入
っ
た
査
を
持
つ
。

南
方
の
花
弁
に
は
青
黒
い
ド
ゥ

l
パ
・
タ
l
ラ
1

(
香
多
羅
)
(
3
」
が
い

る
。
両
手
で
香
炉
を
持
つ
。

、、，，
JI
 
I
 
!
 

西
方
の
花
弁
に
は
黄
色
の
デ
ィ

l
パ
・
タ

l
ラ
1

(灯
多
羅
)

(

4

)

が
い

「完成せるヨーガの環』研究日(立

る
。
細
長
い
灯
台
を
両
手
で
持
つ
。

塗
香
多
羅
)

(

5

)

北
方
の
花
弁
に
は
赤
い
ガ
ン
ダ
・
タ
l
ラ
1

が
しユ

る
。
両
手
で
香
水
の
入
っ
た
ホ
ラ
貝
を
高
く
掲
げ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
四
女
神
た
ち
は
月
輪
の
上
に
乗
っ
て
い
る
。

南
東
等
の
花
弁
に
は
〔
そ
れ
ぞ
れ
〕
ヴ
ァ
イ
ロ

1
チ
ャ
ナ
等
と
同
じ
色
を
有

す
る
円
輪
、
金
剛
、
蓮
華
、
剣
が
あ
る
。

3 

第
二
重
の
神
々

第
二
重
で
は
、
東
門
に
白
い
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
・
ア
ン
ク
シ

l

(
金
剛
鈎
女
)

(
6
)
が
お
り
、
右
手
に
鈎
を
持
つ
。

ホ

南
門
に
黄
色
の
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
・
パ

l
シ
l

(
金
剛
索
女
)

(

7

)

が
お
り

膏
の
よ
う
な
右
手
で
索
を
持
つ
。

西
門
に
赤
い
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
・
ス
ポ
l
タ
l

(
金
剛
錬
女
)
(
8
)
が
お
り

右
手
に
金
剛
鎌
(
金
剛
が
両
端
に
つ
い
た
鎌
)
を
持
つ
。

北
門
に
緑
の
、ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
・
ガ
ン
タ
l

(
金
剛
鈴
女
)

(

9

)

が
お
り
、
右

手
に
金
剛
鈴
(
柄
の
先
端
に
金
剛
の
付
い
た
鈴
)
を
持
つ
。

南
東
等
の
隅
に
あ
る
二
重
蓮
華
に
は
ロ

l
チ
ャ
ナ

l
、
〔
マ

1
マ
キ

1
、

心
(
精
液
)

タ
l
ラ
l
〕
に
よ
る
清
浄
性
〔
の
シ
ン
ボ
ル
〕
と
し
て
菩
提

の
入
っ
た
瓶
、
須
弥
山
(
メ

1
ル
山
)
、
〔
護
摩
の
た
め
の
〕
炉
、

パ
1
ン
ダ
ラ

1
、

大
旗
が
あ
る
。

上
方
に
は
白
い
ウ
シ
ユ
ニ

l
シ
ャ
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ

l

(
尊
勝
仏
頂
)
(
叩
)
が

お
り
、
右
手
に
円
輸
を
持
つ
。

下
方
に
は
青
い
ス
ム
バ

l

(
日
)
が
い
る
。
右
手
に
蛇
の
索
を
持
つ
。

こ
の
六
女
神
た
ち

(
6
ー
日
)

は
左
手
の
人
指
し
指
を
延
ば
し
て
威
嚇
す
る

仕
草
(
威
嚇
印
)
を
し
な
が
ら
、
二
重
蓮
華
の
上
の
日
輪
に
い
る
。
十
女
神
と

一
面
を
有
す
る
。
十
一
女
神

(
1
1
1
)
と
も
結
伽
朕

も

(
2
ー
日
)
二
皆
、

坐
に
坐
り
、
金
色
の
耳
飾
り
を
揺
ら
せ
な
が
ら
、

き
ら
び
や
か
な
衣
や
装
飾
を
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ま
と
い
、
蓮
華
の
よ
う
に
赤
い
光
背
を
有
す
る
。

人間文化

4 

族
主

ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
タ
l
ラ
1
の
族
主
は
宝
生
如
来
で
あ
る
。

プ
シ
ュ
パ
・
タ
l
ラ
l
等

(
2ー

5

の
〔
族
主
〕

は
、
大
日
、
阿
関
、
阿

弥
陀
、
不
空
如
来
で
あ
る
。

ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
・
ア
ン
ク
シ

1
等

(
6
1
9
)
の
〔
族
主
〕
も
同
様
で
あ
る
。

ウ
シ
ュ
ニ

l
シ
ャ

l

(
叩
)

の
〔
族
主
〕
は
宝
生
如
来
で
あ
る
。

ス
ム
パ

l

(
日
)

の
〔
族
主
〕
は
不
空
如
来
で
あ
る
。

女
神
〔
ヴ
ア
ジ
ユ
ラ
タ

1
ラ
l
〕

の
種
子
真
言
は

「タ

1
ム
」
。
心
真
言
は

「オ
l
ム

ト
ゥ
レ

1

ス
ヴ
ァ

1
ハ
1
。」

タ
1
レ
1

ト
ウ

タ
l
レ
l

こ
れ
は
一
切
業
真
言
で
も
あ
る
。

第
十
六
章
注

(
l
)

こ
の
ヴ
ア
ジ
ユ
ラ
タ

1
ラ
1
・
マ
ン
ダ
ラ
と
同
種
の
マ
ン
ダ
ラ
が
、
『
観
想

法
の
花
環
』
川
町
民
、
s
s
a
s
b
E
(∞
冨
Y
Z
0
・

2
に
あ
る
(
[
田
町
民
宮
の
『
出
司
町
二
∞
∞
∞
一

Z
A
N
C
C
]
)

。
[
立
川
呂
∞
丹
市
山
印
可
]
、
[
同
ωmvz
〈

-zm自
己
F
O宵

g
z
Q
E
H丘
5

5
8
L∞
ー
ヨ
]
参
照
。

(
2
)
E
Y
ω
∞・コ…

σ
O【
H
E
。5
0召

m
F
2
0
一関
ω
c
F
ω
一口
ω
ω
F
N
一σ
O【
H
E♀円
E
'

mzm品。・

E
お
よ
び

G
に
従
う
。

(3)
回

F
ω
∞-N-
二回
aS【
古
品
川
町
七

r
開

ω-σ
・
目
白

ωω
ダ
ム
一

mwE(HahwH)ケ

E
お
よ
び

G
に
従
う
。

Z
P
H
)
・ム∞
w

N

・
∞
参
照
。
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第
十
七
章

マ
l
リ
l
チ

l
・
マ
ン
ダ
ラ

楼
閣
と
中
尊

マ

リ

チ

(
摩
利
支
天
)
・
マ
ン
ダ
ラ
に
あ
っ
て
は
、
金
剛
寵
の
内
に

あ
る
法
源
の
中
に
楼
閣
が
あ
る
。
あ
る
者
は

「
そ
の
〔
金
剛
寵
〕
に
法
源
は
な

く
、
須
弥
山
の
上
に
楼
閣
が
あ
る
」

と
い
う
。
楼
閣
の
中
央
に
存
す
る
仏
塔
の

内
部
の
洞
に
二
重
蓮
華
が
あ
り
、

そ
の
上
の
月
輪
あ
る
い
は
日
輪
の
上
に
展
左

の
姿
勢
で
女
神
マ

l
リ
l
チ
l

(
l
)
が
立
つ
。
黄
色
で
、

き
ら
び
や
か
な
宝

石
の
冠
を
被
り
、
髪
に
は
仏
塔
の
飾
り
が
付
け
ら
れ
、

き
ら
び
や
か
な
宝
石
と

装
飾
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
、
三
面
を
有
す
る
。
中
央
面
は
黄
、
右
は
白
、
左
は
青

黒
で
そ
れ
ぞ
れ
野
猪
の
面
で
あ
る
。
怒
っ
て
眉
を
つ
り
上
げ
、
流
し
目
を
し

て
、
出
し
た
舌
を
動
か
し
、
恐
ろ
し
い
形
相
で
あ
る
。

六
管
で
、
右
手
に
は
矢
、
金
剛
、
針
を
持
ち
、
左
手
に
は
弓
、
糸
、
花
を
付

け
た
ア
シ
ョ

1
カ
樹
の
膏
を
持
つ
。
青
い

(ニ

l
ラ
)
衣
を
ま
と
い

き
ら
び

や
か
な
青
い

(ニ

1
ラ
)
被
り
も
の
を
被
り
、
金
色
の
豚
に
乗
り
、
金
色
の
野

猪
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
ア
シ
ョ

l
カ
樹
の
花
房
で
作
っ
た
頭
飾
り
を
付
け
て
い

る。



2 

第
一
重
の
神
々

東
方
に
は
バ
ン
ド
ゥ

l
カ
樹
の
花
の
色
〔
す
な
わ
ち
白
〕
を
し
た
ア
ル
カ
マ

ン

(
2
)
が
い
る
。
右
と
左
の
手
に
糸
と
針
を
持
つ
。

南
方
に
は
金
色
の
イ
ン
ド
ゥ
マ
シ

(
3
)
が
い
る
。
右
手
に
糸
を
通
し
た
針

を
持
ち
、
左
手
に
ア
シ
ョ

l
カ
樹
の
奮
を
持
つ
。

西
方
に
は
黄
色
の
ア
ン
タ
ル
ダ

l
ナ
マ
シ

(
4
)
 
が
い
る
。
右
手
に
ア

シ
ョ

l
カ
樹
の
芽
を
持
ち
、
左
手
に
威
嚇
印
を
結
び
な
が
ら
索
を
持
つ
。

北
方
に
は
赤
い
テ
1
ジ
ョ

l
マ
シ

(
5
)
が
い
る
。
右
と
左
の
手
に
矢
と
弓

を
持
つ
。

南
東
等
に
は
ウ
ダ
ヤ
マ
シ

(
6
)
 
グ
ル
マ
マ
シ

(
7
)
、
ヴ
ァ
ナ
マ
シ

(
8
)
、

(
9
)
が
お
り

チ

l
ヴ
ァ
ラ
マ
シ

そ
れ
ぞ
れ
ア
ル
カ
マ
シ
等
と
同
じ

)
 
l
 

，EE
，，
 

色
と
持
物
を
有
す
る
。

『完成せるヨーガの環』研究臼(立

3 

第
二
重
の
神
々

第
二
重
に
お
い
て
、
東
方
に
は
マ
ハ

l
チ

l
、
ヴ
ァ
ラ
マ
シ

(
叩
)

と
ヴ
ア

ラ
I
ハ
ム
キ
1

(
日
)
が
い
る
。
〔
両
者
と
も
〕
青
黒
で
、
牙
を
む
い
て
恐
ろ

し
く
、
右
手
に
金
剛
鈎
を
、
左
手
に
金
剛
索
を
持
つ
。

南
方
に
は
パ
ダ
l
ク
ラ
マ
シ

(ロ)

13 

と
ヴ
ア
ラ
l
リ
1

と
が
い
る
。

〔
両
者
と
も
〕
黄
色
で
、

右
手
に
ア
シ
ョ

1
カ
樹
の
奮
を
、
左
手
に
金
剛
を
持

っ。

西
方
に
は
パ
ラ

l
ク
ラ
マ
シ
(
凶
)

と
、
ヴ
ァ
ダ
l
リ
l

15 

と
が
い
る
。

〔
両
者
と
も
〕
赤
で
、
左
右
の
手
に
弓
と
矢
を
持
つ
。

北
方
に
は
ウ

l
ル
マ
マ
シ
(
日
)
と
ヴ
ア
ラ
1
リ
(
口
)

と
が
い
る
。
〔
両

者
と
も
〕
緑
で
、
左
右
の
手
に
糸
と
針
を
持
つ
。

東
南
の
隅
に
は
赤
い
ヴ
ア
ツ
タ

1
リ
(
日
)
が
い
る
。
左
右
の
手
に
糸
と
針

を
持
つ
。

南
西
の
隅
に
は
黄
色
の
ヴ
ァ
ダ
l
リ
(
悶
)
が
い
る
。
右
手
に
糸
を
通
し
た

針
を
持
ち
、
左
手
に
膏
の
残
る
ア
シ
ョ

l
カ
樹
の
花
房
を
持
つ
。

西
北
の
隅
に
は
白
い
身
体
の
ヴ
ア
ラ
1
リ
(
初
)
が
い
る
。
右
と
左
の
手
に

ア
シ
ョ

l
カ
樹
の
膏
と
索
を
持
つ
。

北
東
の
隅
に
は
赤
い
、
ヴ
ア
ラ

l
ハ
ム
キ
1

(
引
)
が
い
る
。
両
手
で
弓
と
矢

を
持
つ
。

(
辺
)

23 

東
方
等
の
門
に
は
ア

l
ロ
I

マ
ツ
ア
ロ

l
(
お
)
が
い
る
。
順
次
、
白
、
黄
、
赤
、
緑
で
あ
り
、
金

カ

ロ

タ

ロ

(
引
は
)
、

剛
鈎
、
索
、
鎖
、
鈴
(
ア
l
ヴ
ェ

l
シ
ヤ
)

を
両
手
で
持
つ
。

4 

女
神
た
ち
の
姿

こ
れ
ら
ア
ル
カ
マ
シ
等
の
二
十
四
女
神

(
2
1
お
)

は
初
々
し
く
は
じ
け
る

ば
か
り
の
若
さ
を
保
ち
、
頭
に
は
仏
塔
を
飾
り
、

き
ら
び
や
か
な
宝
石
の
飾
り

を
付
け

(ニ

l
ラ
)
上
衣
を
着
て
、

三
眼
、
野
猪
の
一

き
ら
び
や
か
な
青
い
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面
を
有
し

二
管
で
、
金
色
の
野
猪
に
乗
っ
て
い
る
。

金
色
の
野
猪
の
群
に
固
ま
れ
た
門
衛
女
た
ち
(
辺
ー
お
)

は
二
重
蓮
華
の
上

人間文化

の
日
輪
の
上
に
展
右
の
姿
勢
で
立
つ
。

他
の
二
十
女
神

(
2
ー
引
)

は
二
重
蓮
華
の
上
の
月
輪
の
上
に
展
左
の
姿
勢

で
す
ム
つ。

5 

族
主

マ
l
リ
l
チ
l
の
族
主
は
主
尊
[
大
日
]

で
あ
る
。
東
方
等
の
四
方
に
位

置
す
る
者
た
ち
の
族
主
は
、
阿
関
、
宝
生
、
無
量
光
、
不
空
成
就
で
あ
る
。
南

東
等
の
四
維
に
位
置
す
る
者
た
ち
の
〔
族
主
〕

は
〔
頭
上
に
〕
仏
塔
を
有
す

る

別
の
者
は

「
白
色
の
者
た
ち
の
族
主
は
大
目
、
青
黒
の
者
た
ち
の
〔
族
主
〕

は
阿
閥
、
黄
色
の
者
た
ち
の
族
主
は
宝
生
、
赤
色
の
者
た
ち
の
族
主
は
阿
弥

陀
、
緑
色
の
者
た
ち
の
族
主
は
不
空
成
就
で
あ
る
」

と
い
〉つ。

第
十
七
章
注

太
陽
の
神
格
化
で
あ
る
マ

1
リ
1
チ
l
の
マ
ン
ダ
ラ
に
つ
い
て
は
[
目白
m
F
己

5
5
8♀

E

Z
岳
の
Z
E
E
-
S円
切
∞
l
印
∞
]
参
照
。

(
2
)
[
ζ
a
z目
)
C
ユωNCCPNJY印]
・

(
3
)

回
}
Y
A
0・
5
一
方
向
呉
E
自
白
目
白
町
一
同

ω]
グ

?

の

ω会
whp一
回
)
印
『
県
E
E
m
H

巴円・

E
お
よ
び
G
に
従
う
。

(
4
)

回『
yhH0・
N]
一戸
5mm凶g
g
R
出

ω-σ
・
印
一
の
ωム
σ
-
T
N一
口
『
目
白
E
S可・

E
お
よ

び
G
に
従
う
。
[森

NOD
-
Aご
]
に
も
骨
E
ω
E
E
-
と
あ
る
。

(
5
)

回
}Y
ム

OWN-
一
4
5
B
E一関
ω-σw
印一

02σ
・印一，
g
s
-
r
E
お
よ
び
G
に
従
う
。

[森

NCC]
一
Nご
]
に
は
〈
ω
S
Z
と
あ
る
。

(
6
)

回
FhH0・
NN一
AS
ユ5
-
r
E
-
σ
・
由
一
口
ω会
w印一〈
RE--吋・

E
お
よ
び
G
に
従

う。

[森

N
C
C
T
Nご
]
に
は
〈
巳
B
口
と
あ
る
。

(
7
)

田
町
喝
さ
い

ω一
〈
虫
甘
口
一
間

ω]グ
∞
一

ωAmy
由一〈白色
U
E
F
E
お
よ
び
G
に
従
う
。

[森

NOD
-一
一口
]
]
に
は
〈
印
(HU--
と
あ
る
。

(
8
)

回
『
了
土

w
T
45
5
-
r
E
E
-
-
一〈

Ru--一口
ωム
σu
由
一
〈
向
巴
E
・
E
に
従
い
、

尊
名
を
〈
印
『
町
山
口
と
す
る
。
[
森

NOD
-一
Nご
]
に
も
〈
mwBロ
と
あ
る
。

(
9
)

回
F
h
F
日
開

ω
N
P
N
C
ω
印
P
T
B巴
g
-
0・
し
か
し
、

p
(寸
口
J

〈
o-・∞
cu

℃・

]ω
戸
『
-
P
F
寸
)
に
は

s
=
s
z
s
E
σ
ω
自
己
己
(
庄
内
同
首
と
あ
る
が
、
こ
れ

は
回
『
グ
凸
・

ω一
宮
巳
8
5
g
d
ω
目
。
丘
町
〈
包
yo
と
い
う
部
分
が
女
尊
の
名
称

と
読
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
日)
N
(↓
叶
目
J

〈
o-・∞戸日)・

8
u
『-NW
ロ・寸
l
∞一

日〕巳

Z
E--O(甘
口
問
¥
S
ヨ
σ宮内凶

E
ロ
『
込
町
印
件
。

ロ
ω
E∞
巴
)

の
場
合
も

P
と
同
様

に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
十
八
章

五
護
陀
羅
尼
マ
ン
ダ
ラ

楼
閣
と
中
尊

五
護
陀
羅
尼
マ
ン
ダ
ラ
に
あ
っ
て
は
、
金
剛
龍
の
中
に
須
弥
山
が
あ
り
、

そ

の
上
に
楼
閣
が
あ
り
、

そ
の
中
の
二
重
金
剛
の
中
心
に
二
重
蓮
華
が
あ
り
、

そ

の
上
の
月
輪
に
マ
ハ

l
プ
ラ
テ
ィ
サ
ラ
l

(
l
)
 
が
い
る
。

黄
色
が
か
っ
た
赤

い
光
の
円
輪
を
有
し
、

四
面
を
有
す
る
。
中
央
の
面
は
黄
色
、
右
面
は
白
色
、



後
面
は
青
黒
、
左
面
は
赤
色
で
あ
る
。
右
の
〔
六
〕
管
に
は
宝
石
、
円
輪
、
金

剛
、
矢
、
剣
お
よ
び
与
願
印
を
有
し
、
左
の
〔
六
〕
管
に
は
金
剛
、
索
、
三
叉

戟
、
弓
、
斧
お
よ
び
ホ
ラ
貝
を
持
つ
、

と
い
う
よ
う
に
十
二
管
を
有
す
る
。
仏

塔
を
頭
に
飾
り
、
結
蜘
朕
坐
に
坐
る
。

2 

四
方
の
女
神
た
ち

彼
女
の
東
方
に
は
マ
ハ

l
サ
l
ハ
ス
ラ
プ
ラ
マ
ル
デ
イ
ニ

l

(
2
)
 七三
しユ

る。

二
重
蓮
華
の
上
の
月
輪
の
上
に
遊
戯
坐
に
坐
り
、
〔
身
体
は
〕
白
で
、
月

光
の
光
背
を
有
す
る
。
四
面
を
有
し
、
中
央
面
は
白
、
右
は
青
黒
、
後
は
黄
、

左
は
緑
で
あ
る
。
右
の
〔
五
〕
手
に
蓮
華
の
上
に
置
か
れ
た
八
幅
輪
、
願
い
を

か
な
え
る
仕
草
(
与
願
印
)
、
鈎
、
矢
、
剣
を
有
し
、
左
の
〔
五
〕
手
に
金

、、aJ'I
 
)
 

剛
、
人
指
し
指
を
延
ば
し
て
威
嚇
す
る
仕
草
、
索
、
弓
、
斧
を
有
す
る

と
しユ

『完成せるヨーガの環』研究巴.)(立

う
よ
う
に
十
管
で
あ
る
。

南
方
に
は
マ
ハ

l
マ
ン
ト
ラ
l
ヌ
サ

l
リ
ニ

l

3
)
が
い
る
。

二
重
蓮
華

の
上
の
日
輪
の
上
に
お
り
、

日
の
光
を
放
つ
。
結
蜘
扶
坐
に
坐
り
、
〔
身
体

は
〕
青
黒
で
、
青
黒
・
白
・
赤
の
中
央
・
右
・
左
の
〔
三
〕
面
を
有
す
る
。
十

二
管
で
、

一
組
の
両
手
で
転
法
輪
印
を
示
し
、

も
う
一
組
で
禅
定
印
を
有
す

る
。
他
の
右
手
で
金
剛
、
矢
、
与
願
印
、

「
お
そ
れ
る
な
」

と
い
う
仕
草
(
施

無
畏
印
)

を
有
し
、
左
手
で
索
を
持
ち
な
が
ら
人
指
し
指
を
延
ば
し
て
威
嚇
す

る
仕
草
、
弓
、

ひ
と
か
た
ま
り
の
宝
石
、
蓮
華
の
入
っ
た
瓶
を
有
す
る
。

西
方
に
は
マ
ハ

1
シ
l
夕
、
ヴ
ァ
テ
ィ
ー

4
)
が
い
る
。

二
重
蓮
華
の
上
の

日
輪
の
上
に
半
伽
の
姿
勢
で
坐
り
、

日
の
光
を
放
つ
。
〔
身
体
は
〕
赤
で
、

赤

・
白
・

青
黒
の
中
央

・
右

・
左
の
〔
三
〕
面
を
有
す
る
。

八
皆
で
、
右
の

〔
四
〕
手
に
蓮
華
を
持
ち
な
が
ら
の
施
無
畏
印
、
矢
、
金
剛
、
剣
を
持
ち
、
左

の
〔
四
〕
手
に
索
を
持
ち
な
が
ら
人
指
し
指
を
延
ば
し
て
威
嚇
す
る
仕
草
、

弓
、
宝
石
の
付
い
た
旗
、
心
臓
〔
の
場
所
〕
に
あ
て
ら
れ
た
経
函
を
持
つ
。

北
方
に
は
マ
ハ

1
マ
1
ユ
l
リ
l

(
5
」
が
い
る
。

二
重
蓮
華
の
上
の
月
輪

に
薩
唾
坐
に
坐
り
、
月
の
光
を
放
つ
。
〔
身
体
は
〕
緑
で
、
緑
・
青
黒
・
白
の

中
央
・
右
・
左
の
〔
三
〕
面
を
有
す
る
。
八
皆
で
、
右
の
〔
四
〕
手
に
孔
雀
の

尾
、
矢
、
与
願
印
、
剣
を
持
ち
、
左
の
〔
四
〕
手
に
器
の
中
の
比
丘
、
弓
、
膝

の
上
に
置
か
れ
て
宝
石
を
あ
ふ
れ
さ
せ
た
査
、
二
重
金
剛
と
宝
石
の
付
い
た
旗

を
持
つ
。

3 

第
二
重
の
女
神
た
ち

第
二
重
に
お
い
て
、
東
南
の
隅
に
は
青
黒
い
カ

l
リ
1

(
6
)
が
い
る
。
両

手
で
ホ
ラ
目
(
を
持
つ
。

南
西
の
隅
に
は
黄
色
の
カ

l
ラ
ラ
l
ト
リ

7
」
が
い
る
。
両
手
で
金
剛
の

付
い
た
旗
を
持
つ
。

西
北
の
隅
に
は
赤
い
カ

l
ラ
カ
ン
テ
ィ
ー

8
)
が
い
る
。
両
手
で
斧
を
持

つ。
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北
東
の
隅
に
は
白
い
マ
ハ

1
ヤ
シ
ャ

l

持
つ
。

人間文化

こ
れ
ら
の
四
女
神
は
二
皆
、

一
面
を
有
す
る
。

4 

女
神
の
姿

九
女
神
は
す
べ
て
き
ら
び
や
か
な
宝
石
、
装
飾
、
衣
を
有
し
、
宝
冠
を
被

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
面
は
三
眼
で
あ
る
。

5 

族
主

〔
九
女
神
は
〕
そ
れ
ぞ
れ
宝
生
、
大
目
、
阿
閥
、
阿
弥
陀
、
不
空
、
阿
関
、

(
9
)
が
い
る
。
両
手
で
三
叉
戟
を

宝
生
、
阿
弥
陀
、
大
日
如
来
の
化
仏
を
付
け
て
い
る
。

6 

四
門
の
女
神
た
ち

東
等
の
門
に
は
二
重
蓮
華
の
上
の
日
輪
の
上
に
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
・
ア
l
ン
ク

(
日
)
、
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
・
ス
ポ

l
タ
l

ン

叩
)
、
、
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
・
パ

i
シ
l

(ロ)
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
・
ア

i
ヴ
ェ

1
シ
1

第
三
章
〕
と
同
様
で
あ
る
。

7 

真
言

マ
ハ

l
プ
ラ
テ
ィ
サ
ラ
l
等
の
種
子
〔
真
言
〕

は

「オ
l
ン」

で
あ
る
。

(
日
)
が
い
る
。
以
前
〔
例
え
ば

「オ
l
ン

(
宝
を
持
つ
者
よ
)
ヴ
ア
ジ
ュ
リ
ニ

マ
ニ
ダ
リ

(
金
剛
を
持
つ
者
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よ

マ
ハ

l
プ
ラ
テ
ィ
サ
レ

l

ス

フ
ァ
ト

フ
ァ
ト

フ
l
ン

フ
l
ン

ヴ
ァ

1
ハ
1
」

と
い
う
の
が
心
〔
真
言
〕

で
あ
る
。

〔
マ
ハ

l
サ
l
ハ
ス
ラ
プ
ラ
マ
ル
デ
ィ
ニ

1
の
〕
種
子
〔
真
言
〕

は

「ブ
l

ン
」
で
あ
り
、
「
オ

l
ン

ア
l
ハ

マ
ハ

l
サ
l
ハ
ス
ラ
プ
ラ
マ
ル
デ
ィ

ブ
l
ン

と
い
う
の
が
心
〔
真
言
〕

で
あ
る
。

フ
1
ン」

〔
マ
ハ

l
マ
ン
ト
ラ

l
ヌ
サ
1
リ
ニ

1
の
〕
種
子
〔
真
言
〕

lま

「フ

1
ン」

で
あ
り
、

「オ

1
ン

マ
ハ

l
マ
ン
ト
ラ

l
ヌ
サ

l
リ

ア
l
ハ

フ
l
ン

フ
l
ン」

と
い
う
の
が
心
〔
真
言
〕

で
あ
る
。

〔
マ
ハ

I
シ
タ
l
タ
ヴ
ァ
テ
ィ

l
の
〕
種
子
〔
真
言
〕

「ジ
l
ン」

で
あ

lま

り
、
「
オ
l
ン

マ
ハ

l
シ
タ
l
夕
、
ヴ
ァ
テ
イ

ジ

l
ン

ア

l
ハ

フ

ン
一
と
い
う
の
が
心
〔
真
言
〕

で
あ
る
。

〔
マ
ハ

l
マ
l
ユ
l
リ
l
の
〕
種
子
〔
真
言
〕
は

「
マ
ン
」

で
あ
り
、
「
オ

I

ン

ヴ
ィ
ド
ヤ
ラ

1
ジ
ュ
ニ

フ
l
ン

マ
ハ

l
マ
l
ユ
l
リ

フ
l
ン

フ
ァ
ト

ス
ヴ
ァ

l
ハ
l
」
と
い
う
の
が
心
〔
真
言
〕

で
あ
る
。

フ
ァ
ト

目
的
に
合
わ
せ
て
彼
女
た
ち
の
内
で
異
な
っ
た
女
神
が
主
尊
と
な
る
。
そ
の

場
合
、
族
主
の
真
言
が
一
切
業
成
就
真
言
で
あ
る
。

第
十
八
章
注

五
護
陀
羅
尼
(
パ
ン
チ
ャ
・
ラ
ク
シ
ャ
l
)
と
は
、
五
人
の
女
神
の
グ
ル
l



)
 

-l
 

'Et''
 

プ
を
い
う
。
そ
の
五
人
と
は
マ
ハ

1
プ
ラ
テ
ィ
サ
ラ

1

(
l
)
(
大
随
求
明
妃
)
、

マ
ハ

1
サ
l
ハ
ス
ラ
プ
ラ
マ
ル
デ
イ
ニ

1
(
2
)
(大
千
擢
砕
明
妃
)
、
マ
ハ

1
マ

ン
ト
ラ

1
ヌ
サ

1
リ
ニ

1
(
3
)
(
密
呪
随
持
明
妃
)
お
よ
び
マ
ハ

l
シ
1
タ

ヴ
ア
テ
ィ

l
(
4
)
(
大
寒
林
明
妃
)
、
マ
ハ

l
マ
l
ユ
l
リ
l

(
5
)
(
大
孔
雀

明
妃
)
で
あ
る
。
「
ラ
ク
シ
ャ

1
」
と
は
守
る
た
め
の
手
段
つ
ま
り
呪
文
・
陀
羅

尼
を
意
味
す
る
。
か
の
五
つ
の
陀
羅
尼
の
ほ
と
ん
ど
が
七
、
八
世
紀
ま
で
に
は
神

格
化
さ
れ
、

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
尊
崇
さ
れ
た
の
は
更
に
後
の
こ
と
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。

ZHUペ
第
十
八
章
の
五
護
陀
羅
尼
マ

ン
ダ
ラ
に
関
し
て
は
[
河
川
凶

m
y
Z
5
5
8
a

F
C宵
g

F
の
宮
山
口
込

E
5
8…
8
1
2
]
参
照
。
。ロ
目ハ

wz。・印
[σ
∞。〔日

E
B∞
円
四
百

百
円
田
町
O
]
U
2
…∞
|
寸
]
は
五
十
六
尊
よ
り
成
る
五
護
陀
羅
尼
マ
ン
ダ
ラ
で
あ
る
。

こ
の
五
十
六
尊
は
、
五
護
陀
羅
尼
、
十
方
夫
、
九
曜
、
二
十
八
宿
お
よ
び
四
天
王

で
あ
る
。

cu-ハ
w
Z
0
・
印
の
五
護
陀
羅
尼
マ
ン
ダ
ラ
の
基
本
テ
キ
ス
ト
は
『
東
北

目
録
』
五
六
一
番

(
『
北
京
版
大
蔵
経
』
一

七
九
番
)
で
あ
る
。

マ
ハ

l
マ
ユ

l
リ
l
陀
羅
尼
の
和
訳
は
[
岩
本

5
3…
N
=
lN
S
]
を
、

マ

ハ
l
サ
1
ハ
ス
ラ
プ
ラ
マ
ル
ダ
ニ

1
陀
羅
尼
(
守
護
大
千
国
土
経
)
の
和
訳
は

[
岩
本

-
S
?
N
コ
ω
印C
]

参
照
。

(
2
)

田
宮
二
ぉ
L

C
一σ40召
{
E
E
Z
一の印
C
m
y
m
一
回
日

F
N
ag
日
百
』
日
告
一
思
∞
ダ
去

の
お
σ・
ム
一

σ
4
2
H
B
ω
召

-
z
p
u
-
g
w
N・
N

は
冨
〉
玄
の
読
み
を
採
用
す
る
。
こ

こ
で
は

E
・
G
お
よ
び
F
。
。
に
従
う
。

「完成せるヨーガの環』研究臼(立
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人間文化第24号

第十三章 ブッダカパーラ・マンダラ

(以下、第十八章までのマンダラ図は GautamR. 

V句racaryaによって Ni，伊αηηαyogilvαlfに基づい

て描かれたものである。 [Tachikawaand Ito 

2006: 238-269J参照)
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『完成せるヨーガの環』研究臼(立 JlI) 

第十四章 ヨーガームパラ・マンダラ
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人間文化第24号

第十五章 ヤマーリ・マンダラ
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『完成せるヨーガの環』研究日(立 )11) 

第十六章 ヴアジュラターラー・ マンダラ
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第十七章 マーリーチー・マンダラ
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「金
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の
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教
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術
史
』
吉
川
弘
文
館
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九
八
六
年
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五
ー
九
七
頁
。

立
川
武
蔵
「
『
完
成
せ
る

ヨ
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ガ
の
環
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十
九
章
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の
マ
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ダ
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密
教
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一
四
号
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九
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五
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頁
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立
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成
せ
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ガ
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デ
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学
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O
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年
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九
頁
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立
川
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完
成
せ
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l
ガ
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知
学
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、
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O
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、
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ガ
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学
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長
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、
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学
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